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高
品
質
な
生
糸
の
大
量
生
産

を
実
現
し
、
絹
の
大
衆
化
に
大

き
く
貢
献
し
た

富
岡
製
糸
場

と
絹
産
業
遺
産
群

世
界
遺
産

に
求
め
ら
れ
る
顕
著
な
普
遍
的

価
値
に
は
、

〜

世
紀
に
お

け
る
近
代
養
蚕
製
糸
分
野
で
の

技
術
革
新
と
技
術
が
も
た
ら
し

た
国
際
交
流
を
掲
げ
て
い
る
。

そ
の
価
値
を
示
す
資
産
と
し

て
、
良
好
な
状
態
で
産
業
施
設

や
建
物
が
残
っ
て
い
る
富
岡
製

糸
場
を
中
心
に
、
良
質
な
繭
の

供
給
で
製
糸
場
を
直
接
支
え
た

田
島
弥
平
旧
宅（
伊
勢
崎
市
）、

高
山
社
跡
（
藤
岡
市
）
、
荒
船

風
穴
（
下
仁
田
町
）
を
世
界
遺

産
候
補
と
し
た
。

富
岡
製
糸
場
は
、
殖
産
興
業

を
掲
げ
る
明
治
政
府
が
フ
ラ
ン

ス
か
ら
器
械
製
糸
や
工
場
建
築

の
技
術
を
導
入
し
て
１
８
７
２

（
明
治
５
）
年
に
開
業
。
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
工
女
が
最
新
の

製
糸
技
術
を
学
び
、
郷
里
に
帰

っ
て
そ
の
技
術
を
伝
え
た
。
１

４
０
年
の
歴
史
を
伝
え
る
木
骨

れ
ん
が
造
り
の
繰
糸
場
（
長
さ

１
４
０
㍍
）
や
繭
倉
庫
（
同
１

０
４
㍍
）な
ど
の
主
要
施
設
が
、

ほ
ぼ
完
全
な
形
で
残
っ
て
い

る
。民

間
払
い
下
げ
後
の
明
治
後

期
か
ら
大
正
期
に
か
け
、
高
品

質
で
均
一
な
原
料
繭
を
確
保
す

る
た
め
に
蚕
種
（
蚕
の
卵
）
生

産
の
田
島
家
（
田
島
弥
平
旧

宅
）
、
養
蚕
教
育
機
関
の
高
山

社
、
天
然
の
冷
気
で
蚕
種
を
貯

蔵
し
た
荒
船
風
穴
と
協
定
を
結

ん
だ
。

こ
れ
に
よ
り
同
一
品
種
の
繭

を
安
定
し
て
供
給
す
る
仕
組
み

を
構
築
し
、
生
糸
の
大
量
生
産

を
実
現
し
た
。
こ
の
生
産
体
系

は
全
国
に
広
ま
り
、
日
本
の
生

糸
生
産
は
１
９
３
０
年
代
に
世

界
市
場
の

％
を
占
め
る
に
至

り
、
世
界
各
地
で
絹
の
大
衆
化

に
貢
献
し
た
。

さ
ら
に
第
２
次
世
界
大
戦
後

に
は
、
当
時
、
富
岡
製
糸
場
を

所
有
し
て
い
た
片
倉
工
業
が
日

本
で
開
発
さ
れ
た
自
動
繰
糸
機

を
導
入
。
製
糸
業
の
自
動
化
の

さ
き
が
け
と
な
っ
た
こ
の
技
術

は
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
な
ど
海
外

に
伝
え
ら
れ
、
世
界
規
模
で
普

及
し
た
。
富
岡
製
糸
場
に
は
、

年
に
操
業
停
止
し
た
時
の
ま

ま
の
状
態
で
自
動
繰
糸
機
が
保

存
さ
れ
て
い
る
。

世
界
遺
産
候
補
「
富
岡
製
糸

場
と
絹
産
業
遺
産
群
」
の
４
資

産
を
含
む
県
内
の
養
蚕
、
製
糸
、

織
物
関
連
の
遺
産
を
幅
広
く
知

っ
て
も
ら
う
県
の
取
り
組
み

が
、
２
０
１
１
年
に
始
ま
っ
た

「
ぐ
ん
ま
絹
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
だ
。
こ
れ
ま
で
に

件
が

登
録
さ
れ
、
県
は
今
後
も
追
加

登
録
を
進
め
て
「
絹
の
国
」
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

世
界
遺
産
候
補
の
４
資
産
だ

け
で
は
な
い
県
内
各
地
の
貴
重

な
絹
遺
産
を
再
評
価
し
、
保
存

活
用
に
つ
な
げ
る
の
が
目
的
。

ぐ
ん
ま
絹
遺
産
推
進
委
員
会

（
高
木
賢
委
員
長
）
が
市
町
村

か
ら
推
薦
さ
れ
た
資
産
を
審

議
、
県
が
登
録
し
て
い
る
。
今

秋
に
も
追
加
候
補
を
審
議
す
る

予
定
だ
。

世
界
遺
産
候
補
が
当
初
の

資
産
か
ら
、
富
岡
製
糸
場
と
密

接
に
結
び
付
い
た
４
資
産
に
絞

り
込
ま
れ
た
中
で
、
候
補
か
ら

外
れ
た
碓
氷
峠
鉄
道
施
設
（
安

中
市
）
や
富
沢
家
住
宅
（
中
之

条
町
）
、
六
合
赤
岩
養
蚕
農
家

群
（
同
）
な
ど
も
含
ま
れ
て
い

る
。

こ
と
し
７
月
に
市
街
地
の
一

部
が
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
た
桐

生
市
で
は
、
地
区
内
に
無

館

や
旧
曽
我
織
物
工
場
と
い
っ
た

絹
遺
産
が
あ
る
。
と
も
に
の
こ

ぎ
り
屋
根
の
構
造
を
と
ど
め
て

お
り
、
織
都
の
繁
栄
ぶ
り
を
今

に
伝
え
て
い
る
。

県
は

件
の
所
在
地
や
ア
ク

セ
ス
、
問
い
合
わ
せ
先
を
載
せ

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
県
内
各
地

で
配
布
。
今
春
に
は
専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
地
域
や

時
代
、
文
化
財
指
定
の
種
類
な

ど
の
条
件
で
、
各
地
の
資
産
を

検
索
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
複

数
の
資
産
を
選
択
す
る
と
、
モ

デ
ル
ル
ー
ト
を
作
成
す
る
機
能

が
あ
り
、
公
募
リ
ポ
ー
タ
ー
が

現
地
を
訪
れ
た
感
想
を
読
む
こ

と
も
で
き
る
。

今
後
、
県
は
現
地
に
案
内
板

を
設
置
す
る
な
ど
、
環
境
整
備

を
進
め
て
い
く
。
県
世
界
遺
産

推
進
課
は
「
い
ろ
い
ろ
な
絹
遺

産
が
あ
る
こ
と
が
浸
透
し
て
き

た
。
地
域
や
資
産
の
特
徴
、
４

資
産
と
の
関
連
性
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
切
り
口
で
巡
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。


